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議案第１号 伊勢市地域防災計画の修正について 

 

 

 

伊勢市の主な事業概要について 

 

 

 

(1)三重県伊勢建設事務所 

(2)市立伊勢総合病院 

1 本日の構成 

議案 

報告事項 

伊勢市防災会議構成機関の災害時の対応 



第１号  
伊勢市地域防災計画の修正について 
 
 

【資料１】  
 新旧対照表 

 

 
 

議案 

2 



伊勢市地域防災計画の沿革 3 

年度 主な改訂内容 

平成１８年度 
旧４市町村の地域防災計画をベースに新市の計画を
作成 

平成２１年度 水防法の改正に伴い修正 

平成２３年度 災害対策本部設置基準の改正・業務担当課を記載 

平成２４年度 避難所指定基準の作成に伴う修正 

平成２５年度 災害対策基本法の改正に伴う修正 

平成２６年度 
災害対策基本法の改正に伴う修正 

南海トラフ地震防災対策推進計画の作成 

平成２７年度 東日本大震災の教訓を基に大規模改訂 

平成２８年度 
洪水浸水想定区域図【宮川】の公表に伴う避難所見
直し及び熊本地震の教訓を基に改定 

平成２９年度 台風第21号の教訓を基に改定 



平成30年度施策の進展等を踏まえた改定 

 

4 平成３０年度修正の主な観点 



 津波浸水区域と津波避難タワー等の位置 

２ 

１ 

３ 

４ 

8 

7 

村松町（平成26年度完成） 

有滝町（平成27年度完成） 

大湊町（平成26年度完成） 

一色町（平成27年度完成） 

東豊浜町（平成29年度完成） 

二見町今一色（平成30年度完成予定） 

●津波避難施設や統合学校を避難所に指定 
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二見町西（平成28年度完成） ６ 

５ 磯町（平成28年度完成） 

平成30年度施策の進展等を踏まえた改定 



6 平成30年度施策の進展等を踏まえた改定 

●津波避難施設や統合学校を避難所に指定 



●河川の浸水区域内や土砂災害警戒区域内 
 の要配慮者利用施設を整理 

・平成30年度中に変更のあった内容を計画に反映 

・小学校、中学校、高校を要配慮者利用施設に定義 

7 平成30年度施策の進展等を踏まえた改定 

社会福祉施設、学校、医療施設など防災上の配慮が
必要な方が利用する施設 
 
施設例 
老人福祉施設、児童福祉施設、幼稚園、学校、病院 
など 

要配慮者利用施設 



●防災センターを災害対策本部第一拠点
として位置付け 
 

8 平成３０年度施策の進展等を踏まえた改定 

防災多目的ホール 



●伊勢志摩地方総合卸売市場を物資拠点に指定 

9 平成３０年度施策の進展等を踏まえた改定 



●県営陸上競技場を避難所に指定 

10 平成３０年度施策の進展等を踏まえた改定 



（1）伊勢市の主な事業概要について 
 
 

  
  

 

 
 

報告事項 
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12 

広島県熊野町に職員の派遣 

伊勢市の主な事業概要について 

平成30年7月豪雨で被災した、広島県熊野町に職員の派遣を
行いました。 

7月10日～7月17日  職員2名 
災害対策本部の運営支援 
7月12日～7月15日  消防職員10名 
行方不明者の捜索 
7月30日～8月 5日  職員2名 
遺留品の対応、要配慮者宅の訪問 
8月19日～8月23日  職員1名 
避難所運営支援 
10月2日～12月28日 土木職員2名 
復旧工事 



伊勢市防災大学の実施  

災害に強いまちづくりを目指すため、
市民の皆様を対象に伊勢市防災大学
を平成２９年度より実施しております。 

 

今年度は４７名の方が受講し、大阪市
の津波・高潮ステーションの視察研修
や三重大学 川口先生による防災講
話など全８回の講座を開催しました。 

 

来年度も引き続き実施します。 

13 伊勢市の主な事業概要について 



避難所運営マニュアル 

14 

大規模災害時には、地域が主体となった避難所運営が必要です。 

 

避難所ごとに発災前から地域の方々や施設管理者も参加した避難
所運営のための組織づくり行い、避難所運営マニュアルの作成や
訓練、運営に必要な資源の準備を進めることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所運営マニュアル 
 

活動編 

この「活動編」では、災害発生後の避難から避難所運営にかけての基本的な流れ 

を示しています。以下の方々が共有して活用します。 

 

【地域団体】 

連合自治会や自治会など、避難所が設置される地域で組織されている団体です。 

 

 

【避難者】 

避難所に避難される方です。避難者はおおむね避難所が設置されている地域の 

住民ですが、それ以外の方が避難される場合もあります。 

 

【避難所担当職員】 

伊勢市から避難所に派遣される職員です。市が避難勧告等を発令した場合や、 

市内で震度６弱以上の地震が発生した場合に、各指定避難所へ派遣されます。 

 

【施設管理者・職員】 

避難所となる施設の管理者や職員です。 

 

 

○町内会 ○町内会 

 

 

 

  

 

 

１ 居住スペース －避難直後に行うこと－ 
 

 

＊ 避難当初は、一時的に避難している方も多く含まれる時期なので、広いスペースの中 

で地域ごとにまとまってもらいます。 

 
 

災害時要援護者（高齢者・障害者・乳幼児など）への対応 

（※  体 力・ 障害 ・症 状な どか ら、 ケア が必 要な 方）  

 

 
 

＊ 足腰が悪い、支援が必要など、良い環境を提供する必要がある場合。 

 
 
 

＊ 介護が必要、歩行が困難など、大勢の人の中での生活が困難な場合。 

 

 

 

２ 共有スペース －避難直後に行うこと－ 

 

 

 

＊  ト イレ の対 応は シー トＣ を参 照し てく ださ い。  

＊  ペ ット の対 応は シー トＦ を参 照し てく ださ い。  

＊  調 理設 備に つい ては シー トＨ を参 照し てく ださ い。  

 

 

 

 

 

※ 裏面 の「 避難 初期 の空 間配 置例 」を 参照  

★ 避難 所 を 円滑 に 運 営す る 為 には 、 居 住・ 共 有ス ペ ー ス を決 め て周 知 す る必 要 が あり ま す 。 

★ 各ス ペ ー スは そ れ ぞれ の 用 途を 明 確 にす る とと も に 、ルー ル を 周知 し 、守 って も らい ま す 。 

★ Ａ-①②③を活用し、時期に応じた空間配置を実施してください。 

＊ 避難所の状況が落ち着いてきたら 

居住スペースについては「Ａ-②」を実施します。 

共有スペースについては「Ａ-③」を実施します。  

※裏 面の 「災 害時 要援 護者 の 対応 例」 を参 照  

― ７―  

 ﾁｪｯｸ 

避難者を収容後、事前協議に基づき地域ごとにスペースを割り振ります。 

 ﾁｪｯｸ 

体育館での避難生活が可能な場合は、その中で環境のよい避難スペ

ースを確保します。 

 ﾁｪｯｸ 

体育館での避難生活が難しい場合は、施設管理者との事前協議に基

づき別の部屋などを使用します。 

避難直後から必要となる「トイレ」、「ペットスペース」、食事を作る「調理設

備」などは、場所や使用の可否を早めに確認して対応します。 

 ﾁｪｯｸ 

 

避難所の空間配置①「避難スペースの整理」  

総 務 班  

Ａ－①  

伊勢市の主な事業概要について 

避難所運営マニュアル策定に取り組んでいる地域 

進修地区（進修まちづくりの会） 

神社地区（神社地区まちづくり協議会） 

城田地区（城田地区まちづくり協議会） 

沼木地区（沼木まちづくり協議会） 

明倫地区（明倫地区まちづくり協議機会） 

中島地区（中島地区まちづくり協議会） 

避難所運営マニュアルが策定されている地域 

厚生地区（厚生地区まちづくりの会） 

浜郷地区（浜郷地区まちづくり協議会） 



災害用トイレ、防災備蓄倉庫の整備 
平成30年度～平成33年度（4年間）で災害用トイレ21箇所
、防災備蓄倉庫2箇所を整備します。 

15 

1 ○ ○
2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○
5 ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○
7 ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○
9 ○ ○ ○ ○
10 ○ ○
11 ○ ○ ○ ○
12 ○ ○

13 ○ ○ ○ ○
14 ○ ○ ○ ○
15 ○ ○ ○
16 ○ ○

17 ○
18 ○
19 ○
20 ○ ○

9 12 20 14

小俣中学校
城田中学校
伊勢宮川中学校

災害用トイレ

明野小学校
小俣小学校

城田小学校

中島小学校
早修小学校
佐八小学校
修道小学校

進修小学校

計

上野小学校

倉田山中学校
五十鈴中学校
伊勢市生涯学習センター

伊勢市健康福祉センター

サンライフ伊勢

施設名 マンホール

トイ レ

多目的
トイレ

太陽光
照明灯

番

号
移動

円滑化

旧沼木中学校

小俣保健センター
小俣農村環境改善センター

21
22

宇治地区防災地区倉庫
二見地区防災備蓄倉庫

伊勢市の主な事業概要について 



建物判定ＢＯＸの設置 
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●地震発生時に建物内に入ることが安全かを確かめるため、建物判  

  定ＢＯＸを設置し、職員に使い方の研修を行いました。 

 

●今年度は本庁舎、総合支所、防災センターの５箇所に設置 

 

●今後は避難所等への設置を検討していきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢市の主な事業概要について 



水位計の設置 

17 伊勢市の主な事業概要について 

 

河川水位情報をリアルタイムに把握でき、避難情報等に活用
できるように市内20箇所に危機管理型水位計の設置を予定し
ております。 

現在、5箇所に設置が完了しています。 

 ▼矢田川（楠部町地内）への設置状況 



18 

協定市と連携した図上訓練の実施 

伊勢市の主な事業概要について 

協定市と連携し、平成31年1月25日に図上訓練を実施しまし
た。 

先遣隊として長野県飯田市、愛媛県西条市から職員が派遣
された想定で訓練を実施し、受援のために必要な準備を確
認しました。 



受援計画 

19 伊勢市の主な事業概要について 

被災者の支援を効果的に行うためには、円滑に支援
を受け入れ、災害対応を実施する必要があります。 

そのための「受援計画」策定に向けたキックオフと
なる勉強会が、昨日、三重県主催で開催され、来年
度以降は関係チームが連携し、計画の検討を進めて
ていきます。 

支援物資の
受入 

ボランティア
の受入 

自治体応援
職員の受入 



河川の浸水想定区域の発表に伴う避難所
の見直し 

20 伊勢市の主な事業概要について 

三重県から 河川の新たな浸水想定が公表されるため、浸水
想定等を確認し、避難所の見直しやハザードマップの作成を
行います。 

▼新たに浸水想定が公表される河川 

宮川（県管理区間） 

汁谷川      横輪川 

五十鈴川     松下川 

桧尻川      勢田川（県管理区間） 

大堀川      外城田川 

相合川      有田川 



避難確保計画の提出及び訓練の実施状況
について 

○避難確保計画の提出 

１９４施設中、１２６施設提出済、１４施設完了 

○避難訓練 

１９４施設中、１１施設実施 

21 伊勢市の主な事業概要について 

洪水浸水想定区域内にある要配慮者利用施設は、
避難確保計画の作成及び訓練の実施が義務化され
ています 



伊勢市防災会議構成機関の災害時の対応 

（１）三重県伊勢建設事務所  【資料２】 
 
（２）市立伊勢総合病院      【資料３】 
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 次年度以降も防災会議構成機関の皆様から
順番に災害時の対応について御紹介いただき
たいと考えています。 
 
 発表についてお願いさせていただいた際に
はご協力ください。 

■次年度以降 
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